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	研修テーマ（調査項目）
	議会改革の取組


	1 取組の経緯・内容
・予算決算は常任委員会。原則全員参加。
・質問時間は会派割。30分×人数。

・議会基本条例は、市民参画を重視している。条例20条～26条が市民参画。

・また情報共有の面として、議員間討議も同条例で重視。27～31条。

・全国初の通年議会制度を導入。

議員政策研究会の取組。これが重要視されていた。

・全議員を参加対象として、市政に関する議題をなんでも募集する。それぞれ複数の事業を議員は提案する事が可能としている。

・収集方法は、各年度、会派毎にテーマを募集する。

・テーマに応じて分科会を組織。議員によっては複数の分科会に所属するのも可。実現したものとして、みんなのスポーツ応援条例の制定、市街化調整区域（青地区域）の規制緩和など、政策提言をして実現化。

市民の議会参画の取組

・市議会モニター制度。24地区から推薦を受けて市議会をモニターしてもらう（平成16年から定着している。定員50人、自治会長など。公募枠10名）

・定例会毎に市民から議案に対する意見募集制度を導入。

・議長の定例記者会見制度（平成24年より）

・文書質問　7件程度の実績。議運等に諮らず、議長は速やかに送付しなければならない規定化になっている。

・常任委員会年間白書
その他の取組

・意見交換会（シティミーテイング）市内ショッピングセンターでの開催

・決算議会は、決算質疑の一般質問として、提言を予算編成に間に合わせるような日程。論点整理シート、提言チェックシートの作成。
2 今後の課題
・モニターのなり手がいない。制度として定着しつつも、メンバーが固定化。
・投票率43%、都会としては良い方なのか？

3 本市に反映できると思われる点
・どの取組も参考になったが、議員政策研究会の取組が一番重要と考える。議員間討議は条例で謳うだけではだめで具体化できる組織を作らなければならない。
・決算の日程などは、直ぐにでもできるでしょう。
4 その他（感想、意見）



